
令和２年度が終わります

まさに新型コロナウイルスに振り回された１年でした。６月までの２ヶ月間にも及ぶ休校期間を経て、
皆さんが６月に登校してくれた時、これまで当たり前だった学校生活が本当に貴重だと思えました。
また皆さんと早く会いたくて、本当に嬉しかったことを思い出します。だいぶ前のことのように思えるよ
うで、一方で昨日のことのようにも思えます。そんな激動の令和２年度修了式が本日行われました。
校長からは修了式に当たって３つの話をしました。

１．成長した皆さんに感謝
２．「卒業式」の話
３．「トイレの神様」の話

まず１つめの話です。コロナ禍の中、仲間と助け合った１年間。皆さんが本当に頑張ってくれたこと。
３年生を送る会で見せた皆さんの格好良さ。素晴らしかったです。皆さんには「心」があります。

１年生
とにかく元気な学年で温かいムード。あいさつがしっかりできることが素晴らしいです。
まさに心のコップ上向きです。「元気です！」と声をかけてくれることが本当に嬉しいです。
一言で表現すると「素直」です。お金で買えない、貴重な物を持っている素晴らしい学年です。
これからもますます楽しみですね。

２年生
これだけ良い方向に変われた学年を私はなかなか見たことがないです。それは学年の先生方の「愛」が少
しずつ少しずつ伝わり、それに応えようとしたからの結果だと思います。
一言で表現すると「自信」です。自分を信じて前を向いて進んでいって欲しいと思います。
必ずみんなならできる。私はそう信じています。

２つめは「卒業式」でのお話です。
３年生は本当に立派に大淀中学校を巣立っていきました。壇上から見た彼らの姿は真っ直ぐに背筋が伸び、
担任の先生からの呼名に、心を込めて返事をしてくれていました。その姿に私は感動しました。
式の中で、「困難に直面したときに、最初からできない理由を探すな」という話をしました。これからの
人生の中でたくさんの苦労が待ち受けています。「もうダメだ」と思うこともたくさんあると思います。
そんな時に答えは誰かが教えてくれるわけではありません。自分自身が苦しみの中から探し当てていくも
のなのです。人間は大きく分けて「肯定論者」と「否定論者」に分かれます。まずやってみる。トライを
するには勇気がいります。失敗したときのことを考えたり、不安はつきものですが、「否定論者」は楽で
す。できない理由を探す方が楽なのです。皆さんにはやっぱり、夢を実現するにはどうしたらできるかを
考える「肯定論者」になって欲しいと思います。

最後は「トイレの神様」についてのお話です。
よくトイレのスリッパが乱れていたり、時に土足で使用したりする人がいます。ごく一部の人なのでしょ
うが、やっぱりこれはいけませんね。毎朝、管理用務員さんがキレイに掃除し、消毒もして下さっていま
す。足形を見て私も悲しくなりました。みんなの心にも訴えかけたくて「トイレの神様」をフルコーラス
で流しました。どうでしたか？ホロッとくるお話の中で、何かを感じてくれましたか？いつも誰かがそっ
としてくれている。それを考え、自分自身のためにも物を大切にして欲しいと思います。

トイレの神様 植村花菜

小３の頃から なぜだか おばあちゃんと暮らしてた
実家の隣だったけど おばあちゃんと暮らしてた
毎日お手伝いをして五目並べもした でもトイレ掃除だけ苦手な私におばあちゃんがこう言った
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１年生男子の素晴らしき行動に学校長賞授与
先日の大淀中だよりでも紹介しましたが、美豆小学校の児童を校門まで送り届けてくれた
３人の１年生男子に学校長賞を贈りました。

あなたは登校中に集団登校から遅れてしまい困っている小学一年生の女の子を美豆小学校ま

で連れて行ってくれました その行動は「優しさと思いやり」が備わっているからこそであ

り本当に素晴らしいことです

これからも仲間と協力することや思いやりを大切にすることを一番に考えて行動し

周りの人たちにも良い影響を与えられる人物になってください

今回のあなたの立派な行動を称えここに学校長賞を贈ります

令和３年３月１８日 京都市立大淀中学校 校長 油谷 昇

トイレにはそれはそれはキレイな女神様がいるんやで
だから毎日キレイにしたら 女神様みたいにべっぴんさんになれるんやで
その日から私はトイレをピカピカにし始めた
べっぴんさんに絶対なりたくて 毎日磨いてた
買い物に出かけた時には二人で鴨なんば食べた
新喜劇録画し損ねたおばあちゃんを泣いて責めたりもした

（一部略）
少し大人になった私はおばあちゃんとぶつかった
家族ともうまくやれなくて居場所がなくなった
休みの日も家に帰らず 彼氏と遊んだりした
五目並べも鴨なんばも二人の間から消えてった

どうしてだろう？人は人を傷つけ 大切なものをなくしてく
いつも味方をしてくれたおばあちゃん残してひとりきり 家 離れた

上京して２年が過ぎておばあちゃんが入院した
痩せて細くなってしまったおばあちゃんに会いに行った
「おばあちゃん、ただいまー！」ってわざと昔みたいに言ってみたけど
ちょっと話しただけだったのに「もう帰り－！」って 病室を出された

次の日の朝 おばあちゃんは静かに眠りについた
まるで まるで 私が来るのを待っていてくれたように
ちゃんと育ててくれたのに 恩返しもしてないのに いい孫じゃなかったのに
こんな私を 待っててくれたんやね

トイレにはそれはそれはキレイな女神様がいるんやで
おばあちゃんがくれた言葉は今日の私をべっぴんさんにしてくれてるかな
トイレにはそれはそれはキレイな女神様がいるんやで
だから毎日キレイにしたら女神様みたいに ぺっぴんさんになれるんやで

気立ての良いお嫁さんになるのが
夢だった私は今日もせっせと トイレをピカピカにする
おばあちゃん おばあちゃん ありがとう
おばあちゃん ホンマにありがとう （作詞 植村花菜・山田ひろし 引用）

連絡
・転退職教職員のお知らせは３月２４日（水）午後からホームページにてお知らせします。
・離任式は３月３０日（火）１０時１５分 １・２年生の人達は各教室に集合して下さい
・新学期は４月６日（火）８時３０分～新クラス発表です。着任式・始業式を行います。


